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本種はその形態から， YAMAGUTI (1939)2)が瀬戸内海の天然クロダイから Clavellodesmacrotγ'achelus 
なる名で報告した種と同一種であると判断された。この種名は， BRIAN (1906) 3)が地中海産タイ類から
得た標本に基づいて原記載した Clavellamacrotrachelusを， WILSON(1915)4)が類似した雄を持つ 3
種を包括するため新属 Clavellodesを創設し乙れに含めた乙とに始まり， YAMAGUTI (1939， 1963) 5)は
乙れに従っている。しかし Clavellodes属の種グ〉レーフ。問には，大顎，第 1小顎および雌の第2小顎の
形態等lζ差異のあることが認められ， NUNES-RUlvo ( 1966) 6)及び KABATA( 1969，7) 19798)) は関係
のはっきりしなかった近縁の 2属， Clavellodes及びAtella LEIGH-SHARPE(19259))の再検討を行な
い，乙の 2属を分つ形態的特徴を明らかにして， BRIANの種 macrotrachelusをAlella属1:移した。乙の
点l乙関しては当著者らも適正なものと認めるので本報に於いてもAlellamacrotrachelusとして取扱う。
さらに KABATA(1964，10) 1969， 1979)はこの種を Alella属の模式種CType-species)であるA.pagelli 
(KROYER 1863) 11)のシノニムではないかとの考えを述べている。彼が云う様に，SCOTT&ScoTT(l913) 
12)及び MONOD(1923) 13)が macrotrachelusとして吸った種はKROYERの種，pagelliと同一種と考えら































ノープリウス期(Figs. 1 ~3 ) 
体は卵形で，体長は平均 220μ(以下すべて平均値)，第 1触角と第2触角のみを有する (Fig.1)。
第 l触角(Fig.2) 先端に 2本の長単一剛毛を備える。
第2触角(Fig.3) :先端で 2叉し，内肢に 2本，外肢に 5本の長単一剛毛を備える。
コペボディッ卜期(Figs. 4-15) 
体長は370μ でキクロプス型をしており，乙の期l乙限り体節及び遊泳脚を有する(Figs.4，5)。
第 1触角 (Fig.6) : 3節より成り基節lζ2本，第2節lとl本の単一剛毛を持ち，末節lとは 2本のやや偏
平な棒状剛毛と大小9本の単一剛毛を備える。
第2触角 (Fig.7) : 2叉型で内肢は細長く先端に 1本の鈎爪と 2小刺を備える。外肢は隆起状で先端は
丸く 3本の小刺と多数の細毛におおわれる。
大顎(Fig.8):指状の突起で小歯はなく口円錐の外側に位置する。
第 1小顎(Fig.9) :先端に 2本，中央lζl本の単一剛毛を備える。
第2小顎 (Fig.10) : 2 節より成り，先端に 11~13本の爪状の小刺を備える。
第 l~ 3遊泳脚 (Figs.12 -14) 第 l遊泳脚 (Fig.12)は2叉型で，内外肢とも 1節より成る。内肢
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は 7 本の長;J~状剛毛を備え，外肢は l 刺と 4 本の長羽状剛毛を備える。第 2 遊泳脚 (Fig. 13)は内肢に 6
本の長羽状剛毛を有ーする点以外は第 1遊泳脚と同様である。第3遊泳脚 (Fig.14)は痕跡的で長短2本の
単寸剛毛を備える一節からなる。
尾叉 (Fig.15) 長短 2本の幅広い羽状剛毛とその両側に l本つ、つの単一剛毛を備える。
第 1カリムス期 (Figs.16-23) 
体長は250μ で，体はコベボディ yト期より小さくなり瓜型を呈する。前額糸は頭部先端より出ており
体節は完全に消失し，遊泳脚も痕跡的に残るだけである (Fig.16)。
第 1触角 (Fig.17) :前期とほぼ同様であるが剛もが短くなり，末節の剛毛が l本減り 8本となる。




第2小顎 (Fig.20) コベボディット期のそれに比しでかなり変化している。 2節が融合して太短い 1
節となり，先端の爪状小刺列は角状の2本の突起で置き換えられる。
顎脚 (Fig.21)‘不明瞭な 2節から成り，指状を呈し，先端は小さな 2本の鈎爪IC終る。
遊泳脚 第 1遊泳脚 (Fig.22)及び第 2遊泳脚は 2叉型構造を留めるが，縮少し剛毛や刺は全く失って
いる。第 3遊泳脚 (Fig.23)は構造的には前期のそれと同様であるが，より小さく痕跡的に残るだけであ
る。
尾叉 CFig.23)ー長羽状剛毛は消失し，末端は円錐状の 1突起と 3小刺に終る。
第 2カリムス期(Figs. 28 - 40 ) 
乙の期l乙於いて雌雄の形態的差異が明らかとなる。
雌 (Figs.28， 29 ， 31 -36 ) 体 (Fig.28)は少し大きくなり，頭胸部(200μ)と躯幹部(110μ) 
に分かれる(Figs.28， 29)。




第1触角 (Fig.31) : 2節より成り，基節末端Iこl刺を，末節先端l乙6刺を備え，そのうち 1刺は特に
短かく赫状を呈する。
第2触角 (Fig.32) :基本的には第 lカリムスのそれと変らないが，大きくかっしっかりした付属肢と
なっている。内肢は2節より成り 先端に大きな鈎爪 1本と l小刺を備える。外肢は 1節で先端は丸く外
側基部に 1刺を備え，原節及び雨肢表面は所々に微練を帯びる。
大顎 (Fig.33) 先端部には鋸歯状の小歯が現われてくる。そして， この大顎は上唇にある穴を通して
口円錐にそう入されている。
第 1小顎 (Fig.34) 構造は前期と同様であるがさらに太く長くなっている。




雄 (Figs.30， 37 - 40) 体長は 240μ で雌に比して小さく，第 1カリムスの大きさと変わらない。体
はほぼ 3角形をなし，頭胸部と躯幹部は区別できない。よく発達した第 2小顎の鈎爪によって成体の雌に
懸着している (Fig.30)。
第 l触角 (Fig.37) 雌主基本的には同様であるが，先端 6刺のうち 2本が特に短く糠状を皇する。








起部のへこみ周縁は 5~ 6個のひだで縁ど、られる。また鈎爪先端部は主尖頭に加えてもう 1つの副尖頭を
備える。
この期の後，雄は直接成体になるのか，それともその間に更に期があるのかは確認できなかった。
第3力リムス期(Figs. 41 ~ 44 ) ，雌
前期とほぼ同様の形態をしており，体の大きさは前期よりさらに大きくなり頭胸部が240μ ，躯幹部が







顎脚 (Fig.44) :前期のそれとほとんど同様であるが，末節中央部内側に l小刺を加える。








第2小顎 (Fig.48) 前期より著しく伸長し，表皮を通して成体期に bullaが埋め込まれる plugが見
られる。
顎脚 (Fig.49)ー基本的構造は前期と同様であるが，前期のそれに比して少し大きくなり，その第 1節
は第 2 小顎を外側から取りまくため湾曲する。第 2 節の内側lζ2~3 本の微練が加えられる。
成体期(Figs. 50 ~ 57 )，雌
成体期lζ於ける体の成長は顕著で成熟した雌では躯幹部1.2棚，頭胸部 1.6111となり，卵のう(1.4酬)
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大顎 (Fig.55) :前期に比してよりしっかりしたものになり，鋸歯状部は 8本の小歯からなる。
第 1小顎 (Fig.56):コベポディット期に出現する付属肢であるが，発育段階に伴う形態変化は極めて
小さい。本期では，中央部iζ数本の微練を帯びるようになる。













































本種と同じ Lerneopodidae科に属する Salmincolacaliforniensisの生活史が KABATAand COUSE 
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Summary 
Recently, industrial farming of black sea-bream, Acanthopagrus schlegeli (Bleeker), 
has grown prosperous in the Inland Sea of Japan. This species is said to be fairly resistant 
to environmental water pollution and diseases as compared with yellow tail, Seriola quin-
queradiata, a popular species in mariculture of our country. However, some ectoparasites 
are known to attack cultured black sea-bream. Among them, Alella macrotrachelus (Brian, 
1906) (Copepoda : Lerneopodidae) with which we deal here seems to be the most harmful 
gill parasite. 
In this paper the development of this parasite is described, based on specimens from 
laboratory experiments. 
The female life cycle proved to consist of seven stages ; one nauplius stage, one 
copepodid stage, four chalimus stages (attached by frontal filament), and the adult stage 
(attached by bulla). The life cycle of the male could not be revealed thoroughly, but it 
is clear that the male gets into the life of superinfection on the female at its second 
chalimus stage. Sexual dimorphism becomes distinct in the second chalimus stage. 
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Abbreviations 
cep: cephalothorax bul: bulla 
es: egg sac ff: frontal filament 
fs: frontal filament sac gp: genital pore 
m2: second maxilla mt: mouth tube 
mxp: maxilliped ss: spermatophore sac 
tes : testis trk: trunk 
Figs. 1-3. NAUPLIUS 
Fig. 1 Entire, dorsal; Fig. 2 First antenna; Fig. 3 Second antenna; 
Figs. 4-15 COPEPODID 
Fog. 4 Entire, Dorsal; Fig. 5 Same, ventral; Fig. 6 First antenna; Fig. 7 Second antenna; 
Fig. 8 Mandible; Fig. 9 First maxilla; Fig. 10 Second maxilla; Fig. 11 Maxilliped; 
Fig. 12 First leg; Fig. 13 Second leg; Fig. 14 Third leg; Fig. 15 Caudal ramus; 
Figs. 16-23. FIRST CHALIMUS 
Fig. 16 Entire, lateral; Fig. 17 First antenna; Fig. 18 Second antenna; Fig. 19 Mandible; 
Fig. 20 Second maxilla; Fig. 21 Maxilliped; Fig. 22 First leg; Fig. 23 Caudal ramus; 
Figs. 24-27. LATE FIRST CHALIMUS 
Fig. 24 Entire (female), lateral; Fig. 25 Same, tip of second maxilla and frontal filament 
sac; Fig. 26 Entire(male), lateral; Fig. 27 Same, frontal filament sac; 
Figs. 28-40. SECOND CHALIMUS (Female: Figs. 28, 29, 31-36. Male: Figs. 30, 
37-40) 
Fig. 28 Entire, lateral; Fig. 29 Second maxilla and frontal filament sac; Fig. 30 Entire, 
lateral; Fig. 31 First antenna; Fig. 32 Second antenna; Fig. 33 Mandible; Fig. 34 
First maxilla; Fig.35 Second maxilla; Fig.36 Maxilliped; Fig.37. First antenna; Fig.38 
Second antenna; Fig. 39 Second maxilla; Fig. 40 Maxilliped; 
Figs. 41-44. THIRD CHALIMUS, Female 
Fig. 41 Entire, lateral; Fig. 42 Mouth tube; Fig. 43 Mandible; Fig. 44 Maxilliped; 
Figs. 45-49. FOURTH CHALIMUS, Female 
Fig. 45 Entire, dorsal; Fig. 46 Later stage: entire, lateral; Fig. 47 Second antenna; 
Fig. 48 Second maxilla; Fig. 49 Maxilliped 
Figs. 50-57. ADULT, Female 
Fig. 50 Young adult: after 5 days from initial contact; Fig. 51 Same, later stage: after 
10 days from initial contact; Fig. 52 Mature adult: entire, ventral; Fig. 53 First antenna; 
Fig. 54 Second antenna; Fig. 55 Mandible; Fig. 56 First maxilla; Fig. 57 Maxilliped; 
Figs. 58-64. ADULT, Male 
Fig. 58 Entire, lateral; Fig. 59 Spermatophore sac and testis; Fig. 60 Genital process of 
female and spermatophore sac; Fig. 61 First antenna; Fig. 62 Second antenna; Fig. 63 
Second maxilla; Fig. 64 Maxilliped; 
Fig. 65. LIFE CYCLE of Ale/la macrotrachelus 
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